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内堀雅雄福島県知事が来町しました
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熱中症対策はできていますか？
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矢祭中学校３年　鈴木隆太さん・菊池竜矢さん
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レクリエーションダンス「ダンソン」代表　柏京子さん

【巻頭記事】(p2~3)

矢祭町消防団「民報金ばれん」受賞
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平
成
12
年
以
来

二
度
目
の
県
下
一に

　

矢
祭
町
消
防
団
は
、
６
月
８

日
（
土
）
に
白
河
文
化
交
流
館

「
コ
ミ
ネ
ス
」（
白
河
市
）
で
行

わ
れ
た
第
72
回
福
島
県
消
防
大

会
に
お
い
て
、
県
内
一
の
消
防

団
に
贈
ら
れ
る
福
島
民
報
社

「
民
報
金
ば
れ
ん
」
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
「
民
報
金
ば
れ
ん
」
表
彰
は
、

消
防
団
の
士
気
高
揚
と
地
域
の

防
災
意
識
向
上
を
目
的
に
、
福

島
民
報
社
が
毎
年
行
っ
て
い
る

伝
統
あ
る
表
彰
で
、
受
賞
は
消

防
団
に
と
っ
て
大
き
な
栄
誉
と

な
り
ま
す
。
昨
年
は
、
鮫
川
村

消
防
団
が
受
賞
し
、
２
年
連
続

で
東
白
川
郡
内
の
消
防
団
が
受

賞
す
る
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
後
に
は
、
矢
祭
中
学
校

か
ら
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
ま
で

祝
賀
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、
沿

道
に
集
ま
っ
た
多
く
の
み
な
さ

ん
に
「
民
報
金
ば
れ
ん
」
が
お

披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
パ
レ
ー
ド
終
了
後
に

は
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
を
会
場
に

受
賞
記
念
祝
賀
会
も
開
催
さ

れ
、
高
橋
雅
行
福
島
民
報
社
代

表
取
締
役
社
長
を
は
じ
め
と
す

る
来
賓
と
と
も
に
受
賞
を
祝
い

ま
し
た
。

　福島民報社「民報金ばれん」受賞にあ
たり、一言ご挨拶申し上げます。
　県内最優秀と認められた消防団に贈
られる、福島民報社「民報金ばれん」を
令和の幕開けとともに受賞できました
ことは誠に名誉なことであり、消防団員
一同喜びに堪えないところであります。
　また、平成 12年の受賞に続き、2度
目の受賞となることは矢祭町消防団に
とって大きな誇りとなります。
　これまでの消防団の輝かしい歴史を
刻んでこられた先輩方や、地域の皆様及
び関係各機関のご支援、ご協力あっての
受賞であると感謝申し上げます。
　「民報金ばれん」を受賞した 6月 8日
に記念パレードを実施し、沿道より温か
いお声がけをいただいた際には、これか
らも町民皆様の安心・安全のために尽力
していこうと決意を新たにしたところ
です。
　今回の受賞を契機に、消防団員一丸と
なって地域の安寧のため一層奮励努力
するとともに、地域防災の要として消防
組織の更なる強化を図っていく所存で
すので、今後ともご支援をよろしくお願
いいたします。

PROFILE
檜山利男【ひやまとしお】
矢祭町消防団長。57歳。山下在住。
《経歴》
昭和58年 4月1日　入団
平成16年 4月1日　第２分団副分団長
平成20年 4月1日　第２分団分団長
平成22年 4月1日　副団長
平成28年 4月1日　団長

「
民
報
金
ば
れ
ん
」
受
賞

県
内
一
の
消
防
団
へ

矢
祭
町
消
防
団

こ
れ
ま
で
の
受
賞
歴

昭
和
35
年　
県
消
防
協
会
長「
竿
頭
綬
」

昭
和
36
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県
知
事
「
竿
頭
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昭
和
38
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県
知
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「
表
彰
旗
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昭
和
39
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県
消
防
協
会
長「
竿
頭
綬
」

昭
和
39
年　
日
本
消
防
協
会
長「
竿
頭
綬
」

昭
和
40
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福
島
民
友
新
聞
社「
表
彰
旗
」

昭
和
45
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県
知
事
「
竿
頭
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」

昭
和
50
年　
県
消
防
協
会
長「
竿
頭
綬
」

昭
和
53
年　
消
防
庁
長
官「
竿
頭
綬
」

昭
和
59
年　
日
本
消
防
協
会
長「
表
彰
旗
」

平
成
６
年　

県
知
事
「
表
彰
旗
」

平
成
８
年　
日
本
消
防
協
会
長「
竿
頭
綬
」

平
成
12
年　
福
島
民
報
社「
民
報
金
ば
れ
ん
」

平
成
18
年　
消
防
庁
長
官「
表
彰
旗
」

平
成
19
年　
福
島
民
友
新
聞
社「
表
彰
旗
」

平
成
27
年　

県
知
事
「
竿
頭
綬
」

平
成
28
年　

県
知
事
「
表
彰
旗
」

平
成
29
年　

県
知
事
「
竿
頭
綬
」

令
和
元
年　
福
島
民
報
社「
民
報
金
ば
れ
ん
」



１．佐川町長と握手を交わす内堀知事／２．旧下関河内小学校で小型木質バイオマス熱電併給プラント事業を展開しているバルテンシュタインさんにお話
を伺う内堀知事と佐川町長／３．旧下関河内小学校体育館内に設置されている機械についての説明を受ける内堀知事と佐川町長

〜

〜

時間 来訪場所

11：30

11：50

IFCJ ㈱エコライフラボ
（旧下関河内小学校跡地利用企業）
▶自然エネルギー発電事業について視察

12：00

12：30
情報交換会
▶佐川町長らと有意義な意見交換

5 45

　

令
和
元
年
６
月
20
日
（
木
）、

内
堀
雅
雄
県
知
事
が
来
町
し
、
旧

下
関
河
内
小
学
校
を
訪
れ
ま
し

た
。

　

現
地
で
は
、
佐
川
町
長
、
大
串

副
町
長
、
片
野
教
育
長
、
鈴
木
議

会
議
長
、
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｊ
（
株
）
エ
コ

ラ
イ
フ
ラ
ボ
事
業
統
括
責
任
者
オ

ス
カ
ー
・
バ
ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

代
表
取
締
役
（
東
京
大
学
工
学
博

士
、
ド
イ
ツ
出
身
）
ら
が
歓
迎
し

ま
し
た
。

　

旧
下
関
河
内
小
学
校
跡
地
を
利

用
し
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事

業
を
展
開
し
て
い
る
Ｉ
Ｆ
Ｃ
Ｊ

（
株
）
エ
コ
ラ
イ
フ
ラ
ボ
は
、『
化

石
燃
料
に
依
存
し
な
い
、
核
燃
料

に
依
存
し
な
い
家
を
実
現
す
る
。』

『
日
本
の
豊
富
な
自
然
資
源
で
あ

る
光
、
水
、
緑
を
最
大
限
利
用
す

る
仕
組
み
を
提
供
す
る
。』
な
ど

を
事
業
理
念
と
し
た
企
業
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
原
発
事

故
で
原
発
被
災
県
と
な
っ
て
し
ま

内堀雅雄　　　福島県知事が来町
旧下関小　　　跡地での発電事業を視察

１ ３２

っ
た
福
島
県
で
は
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
拡
大
を
進
め
る

と
と
も
に
、
拠
点
整
備
等
を
通
じ

て
関
連
産
業
の
集
積
・
育
成
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。（「
福
島
県
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
ビ
ジ
ョ

ン
」）

　

２
０
４
０
年
頃
に
は
、
県
内
エ

ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
１
０
０
％
相
当

量
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
生

み
出
す
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
て
い

る
内
堀
知
事
は
、
佐
川
町
長
と
バ

ル
テ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
さ
ん
に
よ
る

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
熱
電
供
給
プ
ラ

ン
ト
の
説
明
を
熱
心
に
聴
き
な
が

ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
質
問
を
投
げ
か

け
ま
し
た
。

　

視
察
を
終
え
た
内
堀
知
事
は
、

「
佳
老
山
」
を
背
景
に
し
た
記
念

撮
影
に
応
じ
、
旧
下
関
河
内
小
学

校
を
後
に
し
ま
し
た
。（
右
ペ
ー

ジ
写
真
）

　

ま
た
、
情
報
交
換
会
で
は
、
佐

川
町
長
、
大
串
副
町
長
、
片
野
教

育
長
、
鈴
木
議
会
議
長
、
安
達
県

南
地
方
振
興
局
長
と
昼
食
を
取
り

な
が
ら
、
有
意
義
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
下
関
小
を
視
察
、

活
発
な
意
見
交
換
行
う



　

熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
条
件

は
、「
環
境
」
と
「
か
ら
だ
」
と
「
行

動
」
に
よ
る
も
の
が
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
「
環
境
」
の
要
因
と
し
て
は
、

気
温
が
高
い
、
湿
度
が
高
い
、
風

が
弱
い
な
ど
が
あ
り
、「
か
ら
だ
」

の
要
因
に
は
、
激
し
い
労
働
や
運

動
に
よ
っ
て
体
内
に
著
し
い
熱
が

生
じ
た
り
、
暑
い
環
境
に
体
が
十

分
に
対
応
で
き
な
い
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
行
動
」
の

要
因
は
、
激
し
い
筋
肉
運
動
や
慣

れ
な
い
運
動
、
長
時
間
の
屋
外
作

業
な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
結
果
、

熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。　

　

日
常
生
活
に
お
け
る
予
防
は
、

脱
水
と
体
温
の
上
昇
を
抑
え
る
こ

と
が
基
本
で
す
。

　

体
温
の
上
昇
を
抑
え
る
に
は
、

薄
着
に
な
る
、日
陰
に
移
動
す
る
、

水
浴
び
を
す
る
、冷
房
を
使
う
等
、

暑
さ
か
ら
逃
れ
る
行
動
性
の
体
温

調
節
と
皮
膚
血
管
拡
張
と
発
汗
に

よ
り
熱
を
体
の
外
に
逃
が
す
、
自

律
性
の
体
温
調
節
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
皮
膚
表
面
温
の
上
昇

に
は
限
り
が
あ
る
（
35
℃
程
度
）

た
め
、
高
温
環
境
で
は
汗
に
よ
る

体
温
調
節
に
対
す
る
依
存
率
が
高

く
な
り
、
汗
の
も
と
と
な
る
体
の

水
分
量
を
維
持
す
る
こ
と
が
重
要

に
な
り
ま
す
。

67

ど
う
し
て
熱
中
症
は

起
こ
る
の
か
？

Health 
information
健康情報

熱
中
症
対
策
は
で
き
て
い
ま
す
か
？

表１. 熱中症の症状
度　合 症　状

軽症 めまい、立ちくらみ、筋肉痛、汗が
止まらない

中等症 頭痛、吐き気、体がだるい（倦怠感）、
虚脱感

重症
意識がない、けいれん、高い体温で
ある、呼びかけに対し返事がおかし
い、まっすぐに歩けない、走れない

　環境省のウェブサイト
（下記QR コード）で熱
中症のかかりやすさを示
す「暑さ指数（WBGT）」
を公表しています。
　これらの情報を随時確
認し、熱中症にかからな
いようにしましょう。
　また、「熱中症環境保
健マニュアル２０１８」
には、熱中症の対応処置
などについて解説してあ
りますのでご活用下さ
い。

熱
中
症
を
予
防
す
る
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
？

※「環境省熱中症予防
情報サイト」への QR
コード

※「熱中症環境保健マ
ニュアル２０１８」へ
のQRコード

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
け
ま
し
た
か
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
肝
炎

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
、
肝
臓

の
細
胞
が
壊
れ
て
い
く
病
気
で

す
。こ
の
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、

国
内
最
大
級
の
感
染
症
と
言
わ

れ
、
日
本
人
の
約
１
０
０
人
に

１
人
が
感
染
し
て
い
る
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
肝
臓
は
「
沈
黙
の
臓

器
」
と
い
わ
れ
、
肝
炎
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
も
、
ほ
と
ん
ど

の
場
合
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ

ん
。
知
ら
な
い
間
に
病
気
が
進

行
し
、
気
づ
い
た
時
に
は
肝
硬

変
や
肝
が
ん
（
原
因
の
80
％
が

肝
炎
）
な
ど
命
に
か
か
わ
る
病

気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

肝
炎
は
、
早
期
に
発
見
し
、

早
期
に
治
療
す
れ
ば
重
い
病
気

に
な
る
の
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
だ
一
度
も
肝
炎
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方
は
、
ぜ
ひ
、
早
め
に
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、

ご
家
族
や
周
り
の
方
に
も
検
査

の
受
診
を
勧
め
て
く
だ
さ
い
。

実施期間：8月５日（月）～９日（金）、18 日（日）～ 23 日（金）

実施場所：特定健診及びがん検診の会場

対  象  者：40 歳以上で今まで検査を実施していない方

自己負担：なし

申込方法：特定健診会場の受付で申込んでください。

問合せ先：町民福祉課健康づくりグループ☎ 46-4581（保健福祉センター内）

令和元年度矢祭町肝炎ウイルス検査
７
月
28
日
は
、
日
本
肝
炎
デ
ー
で
す

【熱中症の予防法】

・こまめに水分・塩分を補給する。
・暑いときには無理をしない。
・日傘や帽子を活用する。
・涼しい服装をする。
・こまめに休憩する。
・日陰を利用する。
・室内でも温湿度を測る。
・体調の悪いときは特に注意する。

【屋外作業時の注意事項】

１：体調が悪い日は作業を行わない
　　ようにする。
２：日陰を確保して一定時間ごとに
　　必ず休憩を取る。
３：できるだけ２人以上でお互いの
　　体調を確認しながら作業を行う。

出典：環境省「熱中症環境保健マニュアル 2018」
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行    政
N A V I

第
31
回
ふ
く
し
ま
駅
伝

矢
祭
町
チ
ー
ム
選
手
募
集

選
手
資
格　

令
和
元
年
９
月
１
日
現
在
、
矢

　

祭
町
に
在
住
し
て
い
る
方
。
中
学
生
に
限

　

り
学
校
所
在
地
が
あ
る
町
か
ら
出
場
可
能
。

　

ふ
る
さ
と
選
手
は
、
他
県
・
他
市
町
村
在

　

住
者
で
あ
っ
て
も
出
身
中
学
校
が
あ
る
町
、

　

小
学
校
時
に
在
住
し
て
い
た
町
か
ら
出
場

　

可
能
。

大
会
内
容  

11
月
17
日
（
日
）
午
前
７
時
40

　

分
ス
タ
ー
ト
。
白
河
市
総
合
運
動
公
園
陸

　

上
競
技
場
〜
福
島
県
庁
前
（
16
区
間
94
・

　

８
キ
ロ
）

募
集
締
め
切
り   

８
月
30
日
（
金
）

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ   

教
育
委
員
会
生
涯

　

学
習
グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
２
２
０
２

ボランティア同時募集

　選手募集と同時に、矢祭町チーム
の練習をサポートしていただけるボ
ランティアの方を募集します。
　選手の送迎や練習時のサポートが
できる方で年齢・経験・資格等は問
いません。詳しくは、教育委員会生
涯学習グループまでお問い合わせく
ださい。
（☎４６-２２０２）

　

矢
祭
町
内
の
幼
児
、
児
童
、
生
徒

が
、
夏
休
み
期
間
中
に
ス
イ
ン
ピ
ア

矢
祭
を
利
用
す
る
場
合
、
次
の
通
り

と
し
ま
す
。

夏
休
み
期
間　

こ
ど
も
園
▼
令
和
元

　

年
７
月
20
日
（
土
）
〜
８
月
25
日

　
（
日
）
／
小
・
中
学
校
▼
令
和
元

　

年
７
月
20
日
（
土
）
〜
８
月
19
日

　
（
月
）

利
用
料

　
【
小
学
校
就
学
前
幼
児
】
…
や
ま

　
　

つ
り
こ
ど
も
園
長
の
発
行
す
る

　
　

利
用
証
の
呈
示
ま
た
は
、
や
ま

　
　

つ
り
こ
ど
も
園
に
属
さ
な
い
幼

　
　

児
は
「
ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
」
受

　
　

付
で
名
前
を
記
入
す
れ
ば
無
料

　
　

＊
小
学
校
就
学
前
の
幼
児
は
年

　
　

間
を
通
じ
て
無
料

　
【
小
学
生
・
中
学
生
】…
小
学
生
は
、

　
　

学
校
長
の
発
行
す
る
利
用
証
の

　
　

呈
示
、
中
学
生
は
生
徒
手
帳
の

　
　

呈
示
で
無
料

同
伴
保
護
者

　
【
就
学
前
保
護
者
】
…
や
ま
つ
り

　
　

こ
ど
も
園
長
の
発
行
す
る
同
伴

　
　

保
護
者
証
の
呈
示
ま
た
は
、
や

　
　

ま
つ
り
こ
ど
も
園
に
属
さ
な
い

　
　

幼
児
の
保
護
者
は
、「
ス
イ
ン

　
　

ピ
ア
矢
祭
」
受
付
で
名
前
を
記

　
　

入
で
無
料
。
な
お
、
同
伴
保
護

　
　

者
は
水
着
着
用
の
上
、
一
緒
に

　
　

入
水
し
て
く
だ
さ
い
。　

　
【
小
・
中
保
護
者
】
…
小
・
中
学

　
　

校
の
児
童
・
生
徒
は
、
保
護
者

　
　

の
同
伴
が
な
く
て
も
入
場
で
き

　
　

ま
す
の
で
、
保
護
者
が
入
場
す

　
　

る
場
合
は
、有
料
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
☎

　

４
６
‐
２
９
４
２　
　

町
民
プ
ー
ル
「
ス
イ
ン
ピ
ア
矢
祭
」

夏
休
み
期
間
中
の
利
用
料
等
の
お
知
ら
せ

　

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が

７
月
４
日
に
公
示
さ
れ
ま
し
た
。

投
票
日　

７
月
21
日
（
日
）

投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
７
時

　
（
茗
荷
、
高
野
谷
地
、　

追
分
、
大

　

垬
、
高
山
地
区
の
投
票
所
は
午
後

　

６
時
ま
で
）

期
日
前
投
票
日　

７
月
５
日
（
金
）
〜

　

７
月
20
日
（
土
）

期
日
前
投
票
時
間　

午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
８
時

期
日
前
投
票
所　

役
場
駐
車
場
内

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
☎

　

４
６
‐
３
１
３
１

第
25
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

７
月
21
日
（
日
）
投
開
票
で
執
行

投票所一覧

第１投票所　矢祭町山村開発センター 第８投票所　追分多目的集会所

第２投票所　下関河内多目的集会施設 第９投票所　大垬多目的集会施設

第３投票所　高城構造改善センター 第10投票所　下石井多目的共同利用施設

第４投票所　内川保健福祉館 第11投票所　宝坂構造改善センター

第５投票所　茗荷多目的集会施設 第12投票所　真木野公民館

第６投票所　中石井多目的集会施設　 第13投票所　高山公民館

第７投票所　高野谷地多目的集会施設

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

令和元年度あゆの吊橋周辺
親水広場造成工事

令和元年
5 月 27 日

（55,019,520 円）
48,705,840 円

佐藤建設（株）
代表取締役　佐藤正美

内  川  字
矢 祭 地 内

令和元年 6月 18 日～
令和元年 12 月 25 日

令和元年度町道小野沢東線
補修工事

令和元年
6 月 18 日

（6,970,320 円）
5,992,920 円

佐川建設（株）
代表取締役　佐川　泉

中 石 井 字
小 野 沢 地 内

令和元年 6月 19 日～
令和元年 9月 30 日

入
札
結
果

※町が発注した、予定価格が１３０万円を超える工事の入札結果を公表します。

子
育
て
世
帯
定
住
支
援

事
業
助
成
金
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
の
新
規
事
業

と
し
て
町
内
外
の
子
育
て
世
帯
の
町
内
に
お

け
る
住
宅
取
得
等
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
子

育
て
世
帯
が
町
内
定
住
化
促
進
を
図
る
た

め
、
子
育
て
世
帯
の
住
宅
取
得
等
に
対
し
て

助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

交
付
対
象　

町
内
に
定
住
す
る
意
思
の
あ
る

　

子
育
て
世
帯
で
、
町
が
定
め
る
規
定
に
い

　

ず
れ
に
も
該
当
す
る
世
帯
（
子
育
て
世
帯

　

と
は
、
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
を
扶
養
、

　

若
し
く
は
、
配
偶
者
が
妊
娠
し
て
い
る
世

　

帯
な
ど
）

補
助
内
容　

一
、
子
育
て
世
帯
が
住
宅
を
新

　

築
す
る
場
合
に
は
、
坪
あ
た
り
２
万
円
を

　

助
成
す
る
／
二
、
町
外
の
子
育
て
世
帯
が

　

住
宅
を
新
築
す
る
場
合
に
は
、
坪
あ
た
り

　

４
万
円
を
助
成
す
る
／
三
、　

前
述
一
、二

　

の
場
合
に
お
い
て
、
町
内
業
者
を
利
用
す

　

る
場
合
に
は
20
万
円
を
上
乗
せ
す
る
／
四
、

　

中
古
住
宅
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
坪
あ
た

　

り
５
千
円
（
町
外
は
１
万
円
）
を
助
成
す

　

る
問
い
合
わ
せ　

事
業
課
事
業
グ
ル
ー
プ
☎
４

　

６
‐
４
５
７
７

個
人
住
宅
改
良

を
支
援
し
ま
す

　

町
で
は
、
平
成
23
年
度
か

ら
町
内
の
施
工
業
者
に
よ

り
、
個
人
住
宅
の
改
良
を
行

う
方
に
対
し
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

対
象　

修
繕
・
増
築
・
改
造
・

　

模
様
替
え
な
ど
の
う
ち
、

　

工
事
代
金
が
50
万
円
（
税

　

込
み
）
以
上
で
町
内
の
施

　

工
業
者
に
発
注
す
る
工
事

補
助
額　

工
事
代
金
の
10
％

　
（
上
限
は
20
万
円
）

申
込
方
法　

工
事
着
手
前
に
、

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

　

え
て
持
参
提
出
し
て
下
さ

　

い
。申
請
書
に
つ
い
て
は
、

　

事
業
課
事
業
グ
ル
ー
プ
で

　

お
渡
し
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

事
業
課
事
業

　

グ
ル
ー
プ
☎
４
６
‐
４
５

　

７
７
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さ
て
、
突
然
で
す
が
８
月
17

日
に
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と
言

え
ば
な
ん
で
し
ょ
う
か
？
盆
踊

り
？
そ
れ
も
正
解
で
す
け
ど
、

も
う
一
つ
。

　

昨
年
に
続
き
「
第
２
回
ゆ
ず

と
鮎
の
里
「
や
ま
つ
り
」
鮎
釣

り
大
会
（
や
ま
つ
りC

U
P

）」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
は

町
内
外
か
ら
１
０
０
名
近
い
釣

り
人
が
参
加
し
て
、
鮎
の
釣ち

ょ
う
か果

を
競
い
合
い
ま
す
。

　

そ
の
大
会
に
向
け
て
実
行
委

員
会
も
本
格
稼
働
し
始
め
ま
し

た
。
自
分
も
実
行
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
関
わ
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
準
備

等
で
忙
し
く
な
り
、
目
ま
ぐ
る

し
い
１
か
月
を
過
ご
す
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
昨
年
の
大

会
終
了
後
に
見
せ
て
い
た
だ
い

た
参
加
者
の
笑
顔
が
「
矢
祭
町

に
来
て
良
か
っ
た
」、「
矢
祭
町

で
素
晴
ら
し
い
思
い
出
を
作
る

こ
と
が
出
来
た
」
と
い
う
想
い

の
現
れ
だ
っ
た
と
考
え
た
時
、

や
は
り
「
や
ま
つ
りC

U
P

」
は

成
功
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

　

ま
た
、
昨
年
は
盆
踊
り
会
場

で
行
っ
た
表
彰
式
で
す
が
、
今

年
は
東
橋
付
近
の
河
川
敷
で
行

う
予
定
で
す
。
誰
が
何
匹
釣
っ

た
か
な
ど
興
味
が
あ
る
方
は
、

今
年
は
河
川
敷
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
前
回
発
表
し
た
「
や

ま
つ
り
ベ
ー
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
す
が
、
店
名
を
「
あ
つ

ま
り
処
あ
お
ち
ゃ
ん
家ち

」
と
し

て
９
月
６
日
の
オ
ー
プ
ン
目
指

し
て
鋭
意
努
力
中
で
す
。
お
楽

し
み
に
。

と
い
う
想
い
が
強
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
地
域
の
皆

さ
ま
か
ら
の
「
今
年
の
釣
り

大
会
も
盛
大
に
や
っ
て
く
れ

よ
！
」
と
い
う
激
励
や
ご
支
援

が
何
よ
り
も
大
切
に
な
り
ま

す
。
そ
う
い
っ
た
方
に
は
、
ぜ

ひ
「
ま
ち
の
駅
」
で
直
接
お
声

か
け
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で

す
。

　

今
年
の
釣
り
大
会
も
商
工
会

青
年
部
主
催
の
盆
踊
り
大
会
と

の
同
日
開
催
で
す
。昨
年
同
様
、

釣
り
人
た
ち
か
ら
提
供
し
て
も

ら
っ
た
鮎
を
塩
焼
き
に
し
て
、

盆
踊
り
会
場
で
振
る
舞
う
予
定

で
す
。
み
な
さ
ん
に
は
、
午
前

中
に
久
慈
川
を
訪
れ
、
釣
り
人

た
ち
を
応
援
し
て
も
ら
え
る
と

嬉
し
い
で
す
ね
。

左▶久慈川に入り鮎釣りを楽しむ昨年の大会参加者とそれを河原で見ながら応援する来場者。／右▶商工会青年部主催の盆踊り大会の会場で行われた前
回大会の表彰式。昨年の大会では第１位～第５位までに輝いた方を表彰し、参加者全員に抽選で豪華賞品が贈られました。（第 1位～第３位までは表彰
状とトロフィー、第４位・第５位には表彰状のみ）

地域おこし協力隊活動日誌　    VOL.22

PROFILE
福山正真【ふくやましょうま】
21歳。山口県山陽小野田市出身。
趣味はYOSAKOI、旅、献血。主
な活動は「ゆず畑」

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員の
活動等をさらに詳しく見
ることができます。▶▶

まちの駅やまつりのス
タッフが地域情報などを
発信している。まちの駅
やまつりのＨＰ。　▶▶

こんにちは協力隊福山です。

　今年もいよいよ 7月 14日（日）に『天王祭』

が行われます。6月 15日から始まっている商

工会青年部での準備には自分も参加しており、

道路沿いを彩る小灯篭や大灯篭、木札などの作

製・設置などを行っています。

　今年で 3回目の参加、地域おこし協力隊と

しては最後の参加となります。1年目は御神輿

を担ぎ、２年目の参加となった昨年はゆずプロ

ジェクトの方で出店をしました。そして、今年

は趣味の YOSAKOI をメインに参加するので、

みなさんぜひ見に来てください。

◀ 6月 15 日から開始された商工会青
年部による『天王祭』準備で作製され
ている小灯篭。祭典当日までに、東舘
地区の沿道等に設置されます。

PROFILE
青樹雅実【あおきまさみ】
58歳。神奈川県小田原市出身。
趣味は山菜を探すこと。主な
活動は「やまつりまち・ひと・
みらいづくり協議会事務局、特
産品開発」

「買ってくっぺ便」NEWS

矢祭町の宅配サービス「買ってくっぺ便」

　矢祭町民の買い物応援と地元商店の活性化を目指す『町民のための
町民による手づくりサービス』です。
【利用方法】
　①まちの駅に電話をして無料会員登録をする
　②カタログや電話相談で商品を選ぶ
　③電話（まちの駅：午前 9時～午後 4時）・FAX・メールで注文する
　④商品を受け取る（平日 9時～ 11 時までのご注文は 14 時～ 16 時
　　にお届け。17 時までは、まちの駅での受け取りも可能）
【問い合わせ】
　まちの駅やまつり　☎：0247-57-5659　FAX：0247-57-5660
　　　　　　　　　　mail：kattekuppe@yahoo.co.jp

まちの駅で「買ってくっぺ便」の受付などを担当
している佐川です。今月は、暑い夏の強い味方！
ということで、右の３商品がおすすめの品となっ
ております。ぜひご注文ください。
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図 書 館 だ よ り
library Information

第 11 回矢祭もったいない図書館手
づくり絵本コンクール作品募集中！

　高校生以上の「一般の部」・中

学生以下の幼児・児童・生徒が家

族と作成した「家族の部」の２部

門に分かれ、今年も開催いたしま

す。町内のみなさまからのご応募

をお待ちしております！

ＰＩＣＫ　ＵＰ
「季節のおはなし会＆えいごであそぼう！」　（矢祭もったいない図書館）
　7月 7日（日）午後２時～午後３時
　▶おはなし会と、、「えいごであそぼう！」をテーマに開催します。おはなしは、英語
　　  読み聞かせ支援者鈴木美峰さんです。七夕の紙芝居と七夕飾りを作り、短冊を書い
　　   て飾ります。

「手づくり絵本教室」　（矢祭もったいない図書館）
　7月 20 日（土）13：30 ～ 15：30、21 日（日）10：00 ～ 12：00
　▶講師に、第１回矢祭もったいない図書館手づくり絵本コンクール一般の部最優秀賞
　　 を受賞したイラストレーター・かとーゆーこさんをお迎えし、手づくり絵本教室を
　　  開催します。（7月 12 日までに事前申込みが必要です。２日間ご参加ください。）

「ジュニア俳句スクール in 矢祭」　（矢祭もったいない図書館）
　7月 28 日（日）10：00 ～ 12：00
　▶図書館周辺を散策し、俳句を作ります。（7月 12 日までに事前申込みが必要です。）

【７月のイベント】

【今月のコーナー】

【今月の休館日】
毎週月曜日（7月 15 日の海の日は開館）

　図書館では、夏休みの「読書感想文」や、「自由研究」に活用でき
る図書を集めました。夏休みの宿題の疑問や、調べたいことなど、
疑問の解決をお手伝いします。

【８月のイベント】
「赤ちゃんおはなし会」（矢祭もったいない図書館）
　８月１日（木）午前 10 時～正午
　▶乳幼児親子とおなかに赤ちゃんがいるお母さんのためのおはなし会です。

矢祭中３年生が想いの丈
た け

を綴ります
このコーナーでは、毎週月曜日の矢祭中学校全校朝会で３年生を対象に行われている、生徒発表
（生徒が伝えたいこと、その時に感じていること）の一部をご紹介します。（原文のまま掲載）

中学生
日誌Vol.2

Ryoya Kikuchi

菊池　竜矢
PROFILE
【きくちりょうや】
３年１組。男子ソフトテニス
部所属。好きな教科は数学。
受験勉強を頑張っている。

　

僕
は
、
一
年
生
の
時
に
男
子
テ
ニ
ス

部
に
入
部
し
ま
し
た
。
入
部
し
た
理
由

は
、そ
の
時
２
年
生
だ
っ
た
先
輩
に
、「
テ

ニ
ス
部
に
入
っ
て
。」
と
言
わ
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

僕
は
、
一
年
生
の
後
半
か
ら
大
会
な

ど
に
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
は
全
然
勝

つ
こ
と
が
で
き
ず
、
テ
ニ
ス
を
お
も
し

ろ
く
な
い
と
感
じ
て
し
ま
う
時
が
あ
り

ま
し
た
が
、
二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
、

あ
る
大
会
で
調
子
が
と
て
も
良
く
、
３

位
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
時
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
の
を
今
で

も
覚
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
時
か
ら
、
も
っ
と
勝
ち

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
出
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
、
自
主
練
を
す
る
な
ど
、
テ

ニ
ス
へ
の
意
欲
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
三
年
生
に
な
り
、
最
後
の

中
体
連
の
大
会
当
日
に
な
り
ま
し
た
。

僕
は
こ
の
大
会
に
向
け
て
、
二
年
生
の

後
半
か
ら
そ
の
日
ま
で
、
自
分
な
り
に

努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
一
日
目
の
団
体
戦
は
、
一

回
戦
で
敗
退
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
の
時
僕
は
、
努
力
し
て
き
た
意
味
は

あ
っ
た
の
か
と
、
と
て
も
悔
し
い
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
、
気
持
ち
を
切
り
替
え
て
個

人
戦
に
臨
み
ま
し
た
。
４
回
戦
ま
で
勝

ち
進
み
、
そ
こ
で
勝
っ
た
ら
県
大
会
に

行
け
る
試
合
で
し
た
が
、
相
手
は
小
学

校
か
ら
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
る
人
た
ち

だ
っ
た
の
で
、
勝
て
る
わ
け
が
な
い
と

諦
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、親
に
「
気

持
ち
で
負
け
て
い
た
ら
、
今
ま
で
練
習

し
て
き
た
意
味
が
無
い
よ
。」
と
言
わ
れ

て
、
少
し
ず
つ
や
る
気
が
出
て
き
ま
し

た
。
結
果
は
２
対
４
で
負
け
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
勝
て
な
い
と
思
っ
て
い
た

相
手
か
ら
２
セ
ッ
ト
も
と
れ
た
の
で
す
。

努
力
は
決
し
て
無
駄
で
無
か
っ
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

一
、二
年
生
の
皆
さ
ん
、
努
力
し
て
後

悔
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夢
や
目

標
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
う
す
れ
ば
、
き
っ
と
新
し
い
自
分
を

見
つ
け
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

　

皆
さ
ん
が
部
活
で
目
標
と
し
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
。県
大
会
を
目
指
す
こ
と
な
ど
、

人
に
よ
っ
て
目
標
は
様
々
だ
と
思
い
ま
す
。

僕
は
、
最
後
ま
で
や
り
通
す
こ
と
を
目
標
に

し
ま
し
た
。
そ
れ
に
は
、
覚
悟
が
必
要
で
し

た
。
僕
は
、
体
力
向
上
の
為
に
、
２
年
生

の
時
に
文
化
部
か
ら
陸
上
部
に
転
部
し
ま

し
た
。
そ
の
時
は
、
体
力
づ
く
り
の
為
だ
け

だ
と
思
っ
て
い
た
の
で
、
大
会
に
は
あ
ま
り

出
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
や
っ

て
い
る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
と
楽
し
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
腰
を
痛
め
て
し
ま

い
、
練
習
が
あ
ま
り
で
き
ず
、
見
学
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
、
少

し
で
も
役
に
立
と
う
と
、
皆
の
サ
ポ
ー
ト
を

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

顧
問
の
松
岡
先
生
が
「
で
き
る
だ
け
常

設
の
３
年
生
全
員
を
出
場
さ
せ
て
あ
げ
た

い
。」
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の

時
、
僕
が
出
場
で
き
る
競
技
は
４
種
競
技
し

か
な
く
、
腰
を
痛
め
て
練
習
が
で
き
な
い
状

況
だ
っ
た
の
で
、
ど
う
す
る
か
迷
い
ま
し

た
。
し
か
し
、
２
年
生
の
時
に
、
県
南
陸
上

大
会
に
出
場
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
４
種
競
技
に
出
場
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

　

４
種
競
技
と
は
、
ハ
ー
ド
ル
、
砲
丸
投
げ
、

走
り
幅
跳
び
、
４
０
０
メ
ー
ト
ル
の
四
種
目

の
記
録
を
競
う
競
技
で
す
。
大
会
当
日
は
、

練
習
不
足
の
不
安
が
あ
り
ま
し
た
が
、
本
番

に
挑
み
ま
し
た
。
最
初
は
ハ
ー
ド
ル
で
、３
、

４
個
目
を
跳
ん
だ
際
、
着
地
に
失
敗
し
て
足

を
痛
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
の
時
、「
棄
権
」

と
い
う
言
葉
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
が
、

大
会
の
為
に
頑
張
っ
た
の
に
出
場
で
き
な

か
っ
た
皆
に
も
悪
い
し
、
こ
こ
で
諦
め
た
く

な
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
き
あ
が
り
、
全
て

の
競
技
を
や
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
の
は
、
皆
の
応

援
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
足
の
怪

我
も
最
後
ま
で
諦
め
ず
頑
張
っ
た
証
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
目
標
は
人
に
よ
っ
て
様
々

で
す
。
一
番
大
切
な
こ
と
は
、
そ
の
目
標
を

達
成
す
る
為
に
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
覚
悟

を
決
め
て
取
り
組
む
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

１
、２
年
生
の
皆
さ
ん
も
、
目
標
を
決
め
て
、

目
標
達
成
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
。
応
援
し

て
い
ま
す
。

Ryuta Suzuki

鈴木　隆太
PROFILE
【すずきりゅうた】
３年２組。陸上部所属。好き
な教科は数学。苦手な英語の
勉強を頑張っている。

短
歌　

矢
祭
町
短
歌
会
六
月
詠
草

春
先
に
生
ま
れ
し
ひ
孫
の
女
の
子

は
や
指
し
ゃ
ぶ
り
は
じ
め
し
と
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
ミ
サ
子

新
聞
に
小
さ
く
載
り
し
吾
歌
を

妻
に
見
せ
れ
ば
ふ
ふ
ふ
と
笑
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斎
藤　

𠮷
民

苦
労
人
は
機
転
伴
う
業
も
て
り

父
の
生
き
ざ
ま
我
が
身
に
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

税
子

庭
を
飛
ぶ
今
年
生
ま
れ
し
子
燕
は

故
郷
の
景
色
記
憶
す
る
が
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
野　

盛
好

壁
が
ゆ
れ
ガ
ラ
ス
ピ
リ
ピ
リ
震
わ
せ
て

ア
メ
リ
カ
製
の
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本　

義
勝

無
農
薬
の
野
菜
畑
を
巡
り
い
る

は
ぐ
れ
し
蝶
に
夕
暮
れ
せ
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

深
谷　

絹
子

笑
顔
に
て
ク
ロ
リ
テ
ィ
ー
や
歌

教
え
く
れ
し
友
は
天
国
へ
旅
立
ち
ゆ
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

典
子

農
政
を
な
げ
き
つ
つ
日
日
働
き
し

昭
和
も
遠
く
わ
れ
も
老
い
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

濃
淡
の
緑
増
す
山
目
の
前
に

見
上
げ
て
時
の
過
ぎ
行
く
を
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

星　
　

初
枝

今
朝
も
ま
た
つ
ま
先
立
ち
で

背
伸
び
す
る
今
日
一
日
の
私
の
始
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
川　

文
江
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時間を気にしないでゆっくり寝ていたいです。

自立した一人暮らしをすることです。

車の運転と音楽鑑賞をすることです。

空気が澄んでいて落ち着けるので、滝川の里がお気
に入りの場所です。

矢祭町の名産を増やして国内外に発信し、もっと活
気溢れる町にしてほしいと思います。

ぜひ一度、滝川の里へ来て自然を感じてもらいたい
です。

ワカ
モノ

フェイスaceＦ
自
立
し
た
一
人
暮
ら
し
が
し
た
い

佐藤　美華さん

Ｍ
ｉｋ
ａ
　
Ｓ
ａ
ｔ
ｏ
ｕ

さとうみか● 19 歳・上関河内在住

メッセージ

from結婚支援室（61）

message

次は　鈴木美紀　さん（東舘）　です。

No.64

●今、一番やりたいことは何ですか？

●将来の夢は何ですか？

●趣味は何ですか？

●町内でお気に入りの場所はどこですか？

●アピールしたいことはありますか？

●町への要望はありますか？

　

先
月
開
催
さ
れ
た
福
島
県
世
話

や
き
人
合
同
研
修
会
に
お
い
て
、

「
今
、
な
ぜ
結
婚
支
援
が
必
要
な

の
か
」
と
題
し
て
天
野
馨
南
子
氏

に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
国
的
な
人
口
減
少
、
少
子
化

の
中
で
も
、
特
に
福
島
県
は
顕
著

に
表
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年

１
９
１
万
人
の
人
口
が
30
年
後
に

は
１
３
２
万
人
に
減
少
す
る
と
予

測
さ
れ
、
こ
の
減
少
率
は
全
国
ワ

ー
ス
ト
５
位
だ
そ
う
で
す
。
天
野

氏
は
、「
少
子
化
対
策
＝
子
育
て

支
援
で
は
な
い
、
そ
の
前
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
結
婚
支
援

で
あ
る
。
男
女
の
出
会
い
、
カ
ッ

プ
リ
ン
グ
に
力
を
入
れ
て
こ
そ
一

連
の
支
援
と
な
る
。
そ
し
て
、
結

婚
支
援
は
人
口
減
少
リ
ス
ク
を
減

ら
す
だ
け
で
な
く
、
社
会
不
安
リ

ス
ク
を
減
ら
し
、
孤
独
死
、
貧
困
、

防
犯
対
策
も
担
う
」と
話
し
ま
す
。

　

本
町
の
人
口
は
、
昨
年
４
月
か

ら
の
１
年
間
で
１
０
０
人
以
上
が

減
少
。
結
婚
支
援
室
で
は
こ
の
現

実
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
個
人
、
家

庭
の
「
幸
せ
な
生
活
」
の
た
め
、

出
会
い
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
共
に
今

後
も
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

※
県
で
は
「
は
ぴ
福
な
び
」「
世

　

話
や
き
人
」
へ
の
登
録
を
勧
め

　

て
い
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
・
資

　

料
請
求
は
結
婚
支
援
室
ま
で
。

15

　　

平
成
27
年
４
月
の
結
成
か
ら
５

周
年
目
を
迎
え
た
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス
（
レ
ク
ダ
ン
ス
）

ダ
ン
ソ
ン
で
代
表
を
務
め
て
い
る

大
垬
在
住
の
柏
京
子
さ
ん
。
ダ
ン

ソ
ン
と
い
う
グ
ル
ー
プ
名
に
は
、

「
踊
り
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意
味

が
込
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

ダ
ン
ソ
ン
の
メ
ン
バ
ー
は
、
60

代
〜
70
代
の
女
性
12
人
。
中
央
公

民
館
で
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日

の
午
後
７
時
〜
午
後
８
時
30
分
ま

で
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
練
習

は
、
塙
町
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

協
会
か
ら
先
生
を
招
い
て
行
わ
れ

て
お
り
、
準
備
体
操
後
、
踊
る
曲

を
流
し
て
一
度
踊
り
、
振
付
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
１
時
間
30
分

で
約
４
曲
は
踊
る
よ
う
で
す
。

　

柏
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と
「
も

と
も
と
は
、
Ｊ
Ａ
の
に
こ
に
こ
グ

ル
ー
プ
に
入
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
人
数
が
増
え
て
し
ま
い
、
当

時
の
先
生
か
ら
新
た
な
グ
ル
ー
プ

を
作
っ
て
み
て
は
と
進
め
ら
れ
、

ダ
ン
ソ
ン
を
結
成
し
ま
し
た
。
み

ん
な
自
分
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
や
っ
て
い
ま
す
。」
と
教
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

続
け
て
、「
敬
老
会
や
文
化
祭

な
ど
年
に
４
回
発
表
す
る
場
が
あ

る
の
で
、
そ
こ
に
向
け
た
練
習
を

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
元
気
に
大
き
な
声
で
笑
い
あ
い

な
が
ら
や
っ
て
い
る
の
で
、
ス
ト

レ
ス
解
消
に
も
な
り
ま
す
し
、
１

曲
踊
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
の
達

成
感
が
楽
し
み
の
１
つ
で
す
よ
。」

と
話
し
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
柏
さ
ん
は
、「
だ

ん
だ
ん
高
齢
に
な
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
多
く
の
方
が
私
た
ち
の
レ

ク
ダ
ン
ス
を
見
に
来
て
く
れ
る
よ

う
に
、
練
習
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」
と
ま
だ
ま
だ

熱
意
を
燃
や
し
ま
す
。

中央公民館でレクダンスの練習をするダンソンのメ
ンバー。

み
ん
な
で
笑
い
あ
い
な
が
ら

１
曲
踊
れ
た
時
の
達
成
感
が
楽
し
み

人矢祭
まちのかがやく人・頑張る人

－ Vol.64 －

柏　

京
子
さ
ん

PROFILE
【かしわきょうこ】大垬在住。66歳。趣
味は花づくり・手芸。夕方に犬の散歩をす
ることが日課。

PROFILE
【タキシードやまっぴー】
平成31年 4月号より登場。
頑張っていることは『縁結び』

少
子
化
対
策
は

結
婚
支
援
か
ら

「恋活カフェ」
日付　① 7 月 27 日（土） 　② 8 月 3 日（土）
時間　① 16：00 ～ 19：00　② 14：30 ～ 17：30
会場　①旬彩レストラン「やまぼうし」（棚倉町）
　　　② kitchen dining「イッテミッカ」（白河市）
対象　①男女 25 歳～ 35 歳　各 20 名程度
　　　②男女 30 歳～ 40 歳　各 15 名程度
　　　（どちらかのみの応募、定員になり
　　　  次第締め切り）
詳しくは、結婚支援室☎ 46-4884 まで

出逢い&ふれあいイベントのお知らせ



TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　６月１６日（日）、ハイキングを楽しみながら矢
祭山に捨てられているゴミを１人１つ以上拾う矢祭
山クリーン&ハイキングが実施されました。小雨
が降る中、子どもから大人まで約９０人の力で矢祭
山がきれいになり、休憩所となった総合案内施設で
は、ゆずシャーベットが振る舞われました。

　６月２日（日）、午前８時より「新夢想橋」にお
いて、町観光協会によるあゆ解禁セレモニーが行わ
れました。東北地方のトップを切り解禁するあゆ釣
りは、同日午前５時の花火を合図に久慈川と矢祭川
で解禁し、多くの釣り人が今年初のあゆ釣りを楽し
みました。

　６月２日（日）、毎年恒例のさわやかサイクリン
グが開催されました。今年は、小学生や保護者、高
校生などのボランティア、事務局を含めて約４５人
が参加し、久慈川サイクリングロードを利用して道
の駅はなわへ向かい、戻ってくるコースを心地良い
風とともに走りました。

今年も「新夢想橋」で解禁を祝う
▶あゆ解禁セレモニー

ハイキングをしながら矢祭山をきれいに
▶矢祭山クリーン&ハイキング

久慈川沿いの風を感じながら走る
▶さわやかサイクリング

　6月２７日（木）、矢祭町青少年育成町民会議総
会がユーパル矢祭で行われました。議事では、野村
一峰副会長を議長に平成３０年度事業報告・収支決
算報告、令和元年度事業計画・収支予算・役員が協
議されました。終了後には、関根矢祭小学校長によ
る講演「地域と共にある学校」も開催されました。

青少年の健全な育成のために
▶矢祭町青少年育成町民会議総会

統計功労者３人表彰状が贈られる
▶矢祭町統計調査員協議会総会

　6月２8日（金）、矢祭町統計調査員協議会総会
が役場第１会議室で開催され、統計功労者として、
本多秋吉さん、鈴木庄一さん、松本義勝さんがそれ
ぞれ表彰されました。議事では、平成３０年度事業
報告・収支決算報告、令和元年度事業計画・収支予
算等が協議されました。

私たちは守ります火の用心
▶幼年消防クラブ入団式

　６月２１日（金）、やまつりこども園遊戯室にお
いて、幼年消防クラブ入団式が行われました。この
クラブは、幼児たちに防火思想の高揚と火に対する
正しい「しつけ」が必要であるとして結成されてお
り、今年は３歳児５２人が新たに入団し、火の用心
を誓いました。

　６月２６日（水）、矢祭町水防協議会が役場第１
会議室において開催されました。水防協議会長であ
る佐川町長を議長として、町内における水害への対
策等や被害軽減のために策定する水防計画について
協議されました。また、台風発生時等の水防活動に
ついても確認しました。

水害への対処と被害軽減について協議
▶矢祭町水防協議会
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１
９
９
８
年
、
当
時
Ｎ
Ｈ
Ｋ

交
響
楽
団
第
１
コ
ン
サ
ー
ト
マ

ス
タ
ー
の
山
口
裕
之
氏
と
首
席

ヴ
ィ
オ
ラ
奏
者
の
川
崎
和
憲
氏

が
そ
れ
ぞ
れ
の
門
下
生
や
関
係

者
を
伴
い
、

川
村
交
流
施

設
「
ほ
っ
と
は
う
す
・
さ
め
が

わ
」
を
訪
れ
ま
し
た
。
以
来
、

川
村
で
の
夏
の
合
宿
が
毎
年

続
い
て
お
り
、
そ
の
年
の
成
果

を
聴
い
て
も
ら
お
う
と
始
ま
っ

た
の
が
「
フ
ロ
イ
エ
ン
ベ
ル

グ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
と
名
付

け
ら
れ
た
こ
の
演
奏
会
で
す
。

22
回
目
と
な
る
今
年
は
「
フ

ロ
イ
エ
ン
ベ
ル
グ
・
ア
ン
サ

ン
ブ
ルSum

m
er C

oncert 

２
０
１
９
‐
夏
の
コ
ン
サ
ー

ト
in 

さ
め
が
わ
‐
と
題
し
て
、

左
記
の
と
お
り
の
日
程
等
で
開

催
し
ま
す
。

日
時　
令
和
元
年
７
月
14
日（
日
）

　

午
後
３
時
開
館
、
午
後
３
時

　

30
分
開
演

場
所　

川
村
公
民
館

入
場
料　

無
料

プ
ロ
グ
ラ
ム 　

シ
ュ
ー
ベ
ル

　

ト 
弦
楽
四
重
奏
曲
「
死
と

　

乙
女
」（
弦
楽
合
奏
版
・
マ
ー

　

ラ
ー
編
曲
）
ほ
か

主
催　

フ
ロ
イ
エ
ン
ベ
ル
グ
・

　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、

川
村

問
い
合
わ
せ　

川
村
役
場
農

　

林
商
工
課
☎
０
２
４
７
‐
４

　

９
‐
３
１
１
３

　

主
に
成
人
に
対
し
て
の
心
肺

蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方

法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
を

学
ぶ
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

日
時　
令
和
元
年
８
月
６
日（
火
）

　

午
前
９
時
〜
正
午

場
所　

矢
吹
町
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

矢
吹
消
防
署
☎

　

０
２
４
８
‐
４
２
‐
３
７
６

　

２

　

白
河
地
区
税
務
関
係
団
体
協

議
会
で
は
、
令
和
元
年
10
月
に

消
費
税
増
税
の
改
正
が
予
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
改
正

消
費
税
に
関
す
る
説
明
会
」
を

開
催
い
た
し
ま
す
。詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

開
催
日　
７
月
25
日
（
木
）、
８

　

月
29
日
（
木
）、
９
月
26
日

　
（
木
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
前
11
時
、

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

30
分

会
場　

白
河
税
務
署

問
い
合
わ
せ　

白
河
税
務
署
☎

　

０
２
４
８
‐
２
２
‐
７
１
１

　

１

　

国
民
年
金
保
険
料
（
月
額

１
６
，
４
１
０
円
）
は
毎
月
納

め
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
収
入

の
減
少
や
失
業
等
に
よ
り
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い
場

合
も
あ
り
ま
す
。
保
険
料
を
未

納
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
将

来
の
「
老
齢
基
礎
年
金
」
や
、

万
が
一
の
と
き
の
「
障
害
基
礎

年
金
」・「
遺
族
基
礎
年
金
」
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
場
合
に
は
、
未
納
の
ま

ま
に
し
な
い
で
「
国
民
年
金
保

険
料
免
除
・
猶
予
制
度
」
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
手

続
き
は
、
お
早
め
に
お
住
ま
い

の
市
役
所
ま
た
は
町
村
役
場
の

国
民
年
金
担
当
窓
口
も
し
く
は

お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０
‐
０
５
‐

１
１
６
５
／
白
河
年
金
事
務
所

国
民
年
金
課
☎
０
２
４
８
‐

２
７
‐
４
１
６
１

　

県
で
は
、
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー
の
ラ

ン
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

募
集
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
、
町

教
育
委
員
会
に
も
ご
ざ
い
ま
す
。

公
募
期
間　

令
和
元
年
７
月
１

　

日
（
月
）
〜
８
月
31
日
（
土
）

公
募
人
数　

59
人
（
県
内
５
９

　

市
町
村
か
ら
ゆ
か
り
の
あ
る

　

ラ
ン
ナ
ー
を
各
１
名
選
出
）

応
募
方
法　
「T

O
K
YO

２
０

　

２
０
ふ
く
し
ま
情
報
サ
イ
ト

　
ふ
く
し
ま
プ
ラ
ス
２
０
２
０
』」

　

の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募

　

フ
ォ
ー
ム
に
入
り
必
要
事
項

　

を
記
入
し
て
応
募
／
所
定
の

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

　

入
し
て
郵
送
（
８
月
31
日
の

　

郵
便
局
の
消
印
の
あ
る
も
の

　

ま
で
受
付
）
※
送
付
先
：
東

　

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

聖
火
リ
レ
ー
ふ
く
し
ま
実
行

　

委
員
会
事
務
局
（
〒
９
６
０

　

‐
８
６
７
０　

福
島
市
杉
妻

　

町
２
番
16
号

問
い
合
わ
せ　

福
島
県
聖
火
ラ

　

ン
ナ
ー
募
集
コ
ー
ル
セ
ン
タ

　

ー
電
話
０
５
７
０
‐
２
０
０

　

‐
５
０
２
（
受
付
時
間
：
平

　

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

　

矢
祭
町
の
特
産
品
で
も
あ
る

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

募　
　

集

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
募
集
中

フ
ロ
イ
エ
ン
ベ
ル
グ
・

ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

in 
さ
め
が
わ

救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

鮎
の
振
興
と
久
慈
川
を
取
り
巻

く
環
境
保
全
や
地
域
活
性
化
等

の
た
め
、
第
２
回
ゆ
ず
と
鮎
の

里
「
や
ま
つ
り
」
鮎
釣
り
大
会

（
や
ま
つ
りC

U
P

）
を
開
催

し
ま
す
。
参
加
募
集
に
関
す
る

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

参
加
資
格　

年
齢
制
限
は
あ
り

　

ま
せ
ん
（
未
成
年
者
は
保
護

　

者
の
承
諾
が
必
要
）
が
、
悪

　

天
候
で
延
期
の
場
合
、
予
備

　

日
に
も
参
加
可
能
な
方

参
加
費　

３
千
円
（
オ
ト
リ
代

　

含
む
）

募
集
人
数　

約
１
０
０
名
（
応

　

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申
込
方
法　
「
ま
ち
の
駅
や
ま

　

つ
り
」
や
協
賛
店
に
あ
る
参

　

加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
上
、「
ま
ち
の
駅
や
ま

　

つ
り
」に
提
出
い
た
だ
く
か
、

　

郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
送
り
く

　

だ
さ
い
。

申
込
期
限　

７
月
20
日
（
土
）

問
い
合
わ
せ　

ま
ち
の
駅
や
ま

　

つ
り
☎
０
２
４
７
‐
５
７
‐

　

５
６
５
９
／
久
慈
川
第
一
漁

　

業
協
同
組
合
☎
０
２
４
７
‐

　

４
６
‐
２
１
２
６

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
で
は
不
動
産
登
記
や
会

社
登
記
、
相
続
・
遺
言
、
多
重

債
務
、
少
額
の
裁
判
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談
を
行

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す

が
、
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
緊
急
を
要
す
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
最
寄
の
相

談
員
を
紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

開
催
日　

８
月
１
日
（
木
）

時
間　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

場
所　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
（
白

　

河
市
本
町
２
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

☎
０
１

　
２
０
‐
８
１
‐
５
５
３
９（
平

　

日
午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30

　

分
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後

　

４
時
）

相　
　

談

　巻頭記事でもお伝えしたように、矢祭町
消防団が２度目の福島民報社「民報金ばれ
ん」を受賞しました。県内一の消防団と認
められたことは、一町民として誇りに思い
ます。受賞誠におめでとうございます。
　内堀県知事が視察に訪れた旧下関河内小
学校跡地で、バルテンシュタインさんをは
じめとする役員の方とお話させていただき
ました。木質チップを原料に、熱と電気の
供給システムを構築していることやそこか
ら派生して生まれるさまざまなメリット等
を伺い、興味が湧きました。旧下関河内小
学校跡地を利用しているということですの
で、この事業の展開が町民にどのような効
果をもたらすかなどに注目していきたいと
思います。　　　　　　　　　　　　　（海）

人　口 ５,７５９人（－   ５）
男 ２,８１６人（－   ５）
女 ２,９４３人（±   ０）
世　帯 ２,０８７世帯（－   ４）

人の動き
６月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
古市　　恒 83 ヨシヱ 5 / 30 上関河内
佐藤　文子 91 洋一 6 / 1 下石井
檜山　つぎ 93 道男 6 / 2 山　下
後藤タキエ 95 吉男 6 / 8 茗　荷
鈴木　タミ 87 四郎 6 / 13 上関河内
谷田部キク 89 馨 6 / 21 内　川
陳野智恵子 86 誠一 6 / 27 関　岡

●お悔み申し上げます（敬称略）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

令和元年全国山火事防止統一標語
「忘れない　豊かな森と　火の怖さ」

　夏が近づき、気温も高くなり、注意したいのが「熱中症」です。「熱
中症」は、屋外での活動時になるものと思われがちですが、室内でも
なる可能性があります。なぜ、室内で？と思った方もいることでしょう。
そこで、「熱中症」になる大きな３つの原因について見てみます。
①高温多湿な環境／②体内の水分と塩分のバランスが崩れてしまう／
③自分の体温調整がうまくできず、体温が上がってしまう
１つでも当てはまる状況では、いつ「熱中症」になってもおかしくあ
りません。室内でも油断せずに、こまめな水分補給を行い、エアコン
や扇風機を使用して、熱中症対策をしましょう。

●町内火災・救急件数
（平成31年1月1日～6月15日）

火災件数　 ４件
救急出動　 121件

消防分署からのお願い

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
法
律
相
談

８
月
17
日
開
催

鮎
釣
り
大
会
参
加
者
募
集

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
塙　　悠

ゆ う せ い

生 6/3 寛次 ・ 麻美 小田川

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会
を
開
催

国
民
年
金
保
険
料
の

免
除
制
度
・
猶
予
制
度
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固定資産税▶２期
国民健康保険税▶２期
介護保険料▶２期
納期限（口座振替日）▶７月３１日（水）

●今月の納税



　関岡在住の金澤さんご家族。ご両親は柚葵ちゃんに「明るく素直で思いやり
のある子に育ってほしい。」と願っています。柚葵ちゃんは最近、シールを貼っ
てデコレーションした折り紙のハートを友達や智美さん、則夫さんにプレゼン
トしたり、家族に宛てた手紙を書くことなどにハマっているそうです。そんな
柚葵ちゃんにまつわるエピソードを伺うと「先日、柚葵がパパの胸ぐらを掴ん
でいきなりビンタをしたので、どうしたのか聞くと『パパがお利口にしないから』
と答えました。さらによく聞くと、大好きなドラえもんを見ていた時に、ジャ
イアンが同じようなことをしていたのでそうしたと言うんです。パパはとても
驚いていましたね。」と智美さんは微笑みます。大人になったらお花屋さんにな
りたいという柚葵ちゃん。大事な一人娘の将来を楽しみにしながら、ご両親は
これからも笑顔の絶えない家庭を築きます。

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター７

家族と一緒に
Interview With the f amily

お子さん　金澤柚葵ちゃん（4）
お父さん　規夫さん　　お母さん　智美さん　

【関岡在住】

発
行
/矢
祭
町
役
場
自
立
総
務
課
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

※ユーパル矢祭では、下記のとおり３００円で入浴できる日帰り温泉券を配布いたしますので切り取ってご利用ください。

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 8月 31日まで
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発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300
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東舘温泉ユーパル矢祭

発行 /（一財）矢祭振興公社
☎ 0247-46-4300

上記の金額で御利用できます
曜日・時間の区分はありません
有効期限：令和元年 8月 31 まで
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日 月 火 水 木 金 土
7 8 9 10 11 12 13

●３か月児健康診査
　塙（13：15～13：30）

●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●６か月児健康相談
　保セ（9：30～9：40）
●リトミック
　保セ（10：30～11：00）
● 11か月児健康相談・歯科クリニック
　保セ（13：00～13：10）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

14 15 16 17 18 19 20
●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

○車田病院☎43-1019 ○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

21 22 23 24 25 26 27
●矢祭読書の日 ●家族の相談会

　    保セ（13：00～16：00）
●元気づくり教室
　舘山（14：00～ 15：00）

●運動教室
　保セ（10：00～11：00）
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

28 29 30 31 8/1 2 3
●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

○木村医院☎46-3528 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

4 5 6 7 8 9 10
●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～9：30）
●心の健康相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～9：30）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～9：30）
●運動教室
　保セ（10：00～11：00）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～9：30）

●特定健康診査及び各種がん検診
　（8：00～9：30）

○あらまちクリニック☎33-8018 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ


